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★ 講義の目的

電子回路であれ，その集合体としてのコンピュータであれ，電子機器内部の処理には電気信号が使われている．信号の本質は何かと問われたら，あなたはどう答えるであろうか？　この講義が終わる頃にその答えをあなた自身の頭で考え物理的・数学的に自分自身の言葉で説明できるようになることを本講義の目的とする．
★ 達成目標

１：電気信号の本質を自ら考えて説明できるようになることを目標とする．数学的には，

(1) 周期的な時間関数f(t)をフーリエ級数展開できること

(2) 一般的な時間関数f(t)をフーリエ変換できること

(3) フーリエ級数の複素展開を理解できること

(4) 高速フーリエ変換の基本的な考え方を理解できること

を達成することと等価である． 

2：本講義で得た知識を電子・光システム工学科における研究活動に，さらに技術者として社会に出たときに活用できる状態になることを目標とする． 

★ 講義の進め方

信号の解析なんて計測機器任せ，コンピュータ任せ，という時代であるからこそ，その本質を見抜けなければ将来の現場で通用する人材とはならない．本講義では，信号を解析・処理していくプロセスに必要不可欠な知識をじっくり身につけることを基本としたい．そのためにまず電気信号の知識がどのような場面でどのように使われているか，これまでのカリキュラムで学んだ事柄を総出動させ，知識をリンクさせるプロセスを経て，あなた自身の中で目的意識をつけるところからはじめたい．信号の本質すなわち波の物理的性質を理解するには数学という言語に親しまねばならない．従って，本講義ではまず理解のために必要な数学についてこれまでの学習内容を復習する．次に，電気信号の本質である波についての数学表現と，その解析法について順を追って学んでいく．これらのプロセスでは実際に手を動かして身に付けることが重要であるので，講義時間の多くを演習時間として活用する．後半では信号解析の応用に視点を移し，アナログ信号とデジタル信号の違いについて本質を学ぶ．信号の取り扱いで主流になりつつあるコンピュータを通した解析を踏まえて，その入出力についての知識にも触れておきたいし，さらに今後の研究において不可欠な科学技術論文の活用法などについても概説しておきたい．大学ではカリキュラムに沿って漫然と学ぶだけでなく，それぞれを有効活用するには，得られた知識のリンクが重要である．その観点から，最後に今後の勉学・研究活動の指針について各自の中での方向性を見出す機会を作る．
★ 講義予定

　１． 6/ 6
火
ガイダンス・学科カリキュラムを俯瞰する，コンピュータと信号，本科目の意義
２． 6/ 9
金
単位，物理定数，オーダー，有効数字，数式と図示，三角関数とその実践
３． 6/13
火
演習解答１，アナログとデジタル，



誤差の要因と推定，統計，理論と実験結果，近似，最小二乗法

　４． 6/16
金
電気信号とS/N，波と周波数，移動平均，ベクトルと内積，相関係数

　５． 6/20
火
演習解答２，これまでのまとめ

　６． 6/23
金
試験１（15点），想像力の世界へ・・Ｎ次元空間，正規直交関数系

　７． 6/27
火
自己アピールを磨く・・発表技法，相互相関関数，自己相関関数
　８． 7/30
金
演習解答３，フーリエ級数１

　９． 7/ 4
火
国際人となるために・・英語と科学技術論文，フーリエ級数２
１０． 7/ 7
金
演習解答４，これまでのまとめ　（休講の可能性有）

（7/11, 7/14 国際会議出張のため休講＝試験勉強期間。2回分は予備日に変更）
１１． 7/19　予
水
試験２（30点）
１２． 7/21
金
スペクトルの世界へ・・空間の波とDFT，FFT，フーリエ変換

１３． 7/25
火
演習解答５，線形システムの解析，これまでのまとめ

１４． 7/28
金
試験３（15点），勉学・研究意識の再構成
１５． 7/31　予
月
独力で結論を導く，本科目からの発展

※ なお、本課題の演習時間延べ３回分は学生各自の空き時間に行なうこととする．
· テキスト・参考書

（テキスト）

『図解メカトロニクス入門シリーズ 信号処理入門』　雨宮好文 監修，佐藤幸男 著

（オーム社，ISBN4-274-08674-7，2,800円）
（参考書）

『基礎数学ワークブック番外編１ フーリエ級数』 井上昌昭 著
『フーリエの冒険』トランスナショナルカレッジオブレックス編（ヒッポファミリークラブ）
『信号解析のための数学』三谷政昭 著（森北出版，ISBN4-627-78521-6，2,400円）
『入門物理学実験-体でつかむ物作りの基礎-』伊藤敏，村守清，磯貝正弘，坂口鋼一，伊藤豊明 著（コロナ社，ISBN4-339-06603-6，2,200円）
『測定論ノート』大澤敏彦 著（裳華房，ISBN4-7853-2073-7，2,600円）

『新版 電気・電子計測』新妻弘明，中鉢憲賢 著（朝倉書店，ISBN4-254-22736-1，3,000円）
· 講義支援ホームページ

http://www.ele.kochi-tech.ac.jp/masayuki/SA2006/index.html
★ 成績評価方法について

· 試験各15点×２回＋30点×１回，レポート課題10点×４回とし，計60点以上であれば合格とする．

· 講義中の演習問題の板書解答・説明，有意義な質問などを行なった学生に対しては追加点を与える．出席点は加味しない．欠席による減点も行なわないが，数学的内容を徐々に取り扱う本講義では１回の欠席が単位取得を困難にすることは十分承知されたい．

· 再試験は実施しない．本科目の成績は，90点以上を（ＡＡ），80点以上を（Ａ），70点以上を（Ｂ），60点以上を（Ｃ）とする．但し最終段階の点数の合計が（Ｆ）評価となる場合にも，通常の講義内での頑張りと目的達成への応分の努力が認められる学生に関しては（Ｃ）評価を与えるための措置を課した上で（Ｃ）とする．

· 昨年度の分布を例にすると：AA=6, A=26, B=29, C=23, F=15 [名]

（今年度以降の評価では「欠席」評価はないが、この値は昨年度「欠席」評価を含む数）

★ 担当教員連絡先

氏名：山本真行（やまもとまさゆき）

所属：電子・光システム工学科　助教授

居室：Ａ４６５

電話：0887-57-2202

E-mail：yamamoto.masa-yuki@kochi-tech.ac.jp
オフィスアワー：水曜４限（講義内容以外でも気軽に訪ねてください）

★ その他

・３Ｑ「音声情報処理」ならびに４Ｑ「画像情報処理」を履修予定の学生は，本講義を履修しておくことを強く希望します．
・数学的内容が多いため，履修学生の不断の努力が不可欠です．特に講義中ほどの８～１２回講義においては相当集中的な勉強量が必要と見込まれます．
・講義内容・進め方に対しての建設的意見を求めます．

・関連する幅広い視点が得られるよう他学科からの積極的な聴講を歓迎します．

・講義内容に関しての質問は，疑問が湧いた瞬間に講義時間内に挙手して尋ねてください。皆さんからの質問と回答を聞くことで，他の学生にも参考になると思います．非常に簡単な質問内容でも構いませんので，どんどん質問しましょう．

・講義外の時間にも居室に来ていただければ質問をお受けしますが，まず身近な友達同士で相談したり教科書など参考文献を調べたりして，それでも分からない場合に来るよう心がけてください．

・講義は出ているだけでは意味がありません。頭が働いていないままの出席は意味がありません。内容を写しただけのレポートも意味がありません。教科書を紐解けばいつでも、昔習ったことが活用できるようになりたいものです。

以上













